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栃木県の主催により、県の施設等を見学する「県民バス」の参加者を募集します。これは、発展しつつある県
の姿や施設等を視察し、県政に対する県民の理解と認識を深めるために実施するものです。今回は「なかがわ水
遊園」、「なす風土記の丘資料館小川館」などを見学します。皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。
●日　　時 6月19日（火）
※集合場所は、南河内庁舎南玄関前と大松山運動公園駐車場です。南河内庁舎は午前8時20分、大松山運動
公園は午前8時30分に出発予定です。それぞれ出発の10分前までに集合してください。（帰着時間は、大
松山運動公園に午後4時20分、南河内庁舎に午後4時30分予定）

●見学コース なかがわ水遊園、道の駅ばとう、なす風土記の丘資料館小川館
※「道の駅ばとう」で昼食を手配します。昼食代1,000を当日に集めます。

●定　　員 40名（先着順）
●申し込み方法
秘書広報課へお電話で申し込みください。6月7日（木）午前8時30分から受け付けを開始します。定員になり
次第締め切ります。（当日は栃木県に関する簡単なアンケートがありますので、筆記用具を持参してください。）
●申し込み・問い合わせ先 秘書広報課　140-5550

児童手当を受給している方は、毎年6月1日現在の状況をお住まいの市町村に届けることになっています
（対象者の方には現況届をお送りします）。届出をしないと、6月以降の手当が受けられなくなりますので
ご注意ください。
なお、郵送でも受付しますので同封の返信用封筒をご利用ください。

●届出に必要なもの
◎印鑑　　　◎現況届　　　◎国民年金以外の年金加入者の方は健康保険証のコピー
◎平成19年1月2日以降に転入された方は、前住所地の役所が発行した平成19年度（18年中所得）の児童
手当用所得証明書　　　◎児童と別居している受給者の方は、監護・生計同一申立書と児童の世帯全
員の住民票

●現況届受付場所
国分寺庁舎：保険年金課医療費助成グループまたは市民課窓口グループ
石橋庁舎：市民課窓口グループ　　　　南河内庁舎：市民課窓口グループ

●問い合わせ・郵送先
〒329-0492 下野市小金井1127 下野市役所保険年金課医療費助成グループ　　140-5558

自
治
医
大
駅
・
小
金
井
駅
の

駐
輪
場
の
定
期
利
用
に
つ
い
て

4
月
1
日
よ
り
、
自
治
医
大
駅

東
自
転
車
駐
車
場
、
小
金
井
駅
東

自
転
車
駐
車
場
の
定
期
利
用
に
つ

い
て
、
駐
車
位
置
の
指
定
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
管
理
人
の
指
示
に

従
い
、
整
理
整
頓
し
て
駐
車
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
課

1
（
40
）
5
5
5
5

小
山
聖
苑
の
ご
利
用
に
つ
い
て

6
月
か
ら
11
月
ま
で
、
小
山
聖

苑
玄
関
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
の
で
、
工
事
中
は
皆
さ
ま

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
小
山
聖
苑

1
（
22
）
1
1
7
5

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

六
月

（
天
平
公
園
）
図
書
館
友
の
会
、
し

あ
わ
せ
奉
仕
団
下
町
支
部

（
花
広
場
）
陶
遊
会
、
下
野
市
講

師
会

七
月

（
天
平
公
園
）
赤
と
ん
ぼ
の
会

（
花
広
場
）
国
分
寺
商
工
会
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第
2
回
ほ
っ
と
Q
介
護
教
室
の

お
知
ら
せ

介
護
を
し
て
い
る
・
し
て
い
な

い
に
関
わ
ら
ず
、
興
味
が
あ
る
方

が
対
象
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

今
回
は
、
歯
科
衛
生
士
会
か
ら

講
師
を
招
き
、
正
し
い
口
腔
ケ
ア

の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

●
テ
ー
マ

お
口
の
な
か
か
ら
元
気
に
な
ろ
う

●
日
時
と
場
所

・
南
河
内
公
民
館

6
月
15
日（
金
）
午
前
10
時
〜

・
ゆ
う
ゆ
う
館

6
月
26
日（
火
）
午
前
10
時
〜

・
石
橋
駅
前
コ
ミ
セ
ン
3
号
館

6
月
28
日（
木
）
午
後
1
時
30
分
〜

※
教
室
の
時
間
は
90
分
程
度

●
申
し
込
み
締
め
切
り

各
開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち

1
（
47
）
2
7
7
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く
ぶ
ん
じ

1
（
43
）
1
2
2
9

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し
ば
し

1
（
51
）
0
6
3
3

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
非
常
勤
臨

時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課
で
は
、
非
常
勤
臨

時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
職
　
種

・
学
校
生
活
支
援
員

（
介
助：

月
〜
金
曜
日
の
週
5
日

勤
務
、
勤
務
日
数
は
9
月
〜
3
月
の

126
日
、
社
会
保
険
加
入
）

・
学
校
生
活
支
援
員

（
図
書：

月
8
日
勤
務
、
勤
務
日

数
は
9
月
〜
3
月
の
56
日
、
社
会

保
険
不
加
入
）

●
報
　
酬

1
日
　
8，

0
0
0
円

（
8
時
間
勤
務
、
交
通
費
等
の
諸

手
当
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
数
及
び
資
格

介
助：

1
名
、
図
書：

2
名

通
勤
可
能
な
65
歳
（
4
月
1
日

現
在
）
ま
で
の
方
で
、
小
中
学
校

教
育
に
理
解
の
あ
る
方

●
採
用
及
び
採
用
期
間

採
用
は
面
接
の
上
決
定
し
ま
す
。

採
用
期
間
は
平
成
19
年
9
月
3
日

〜
平
成
20
年
3
月
24
日
で
す
。

●
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
6
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
※
土
日
は
除
く
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1
（
52
）
1
1
1
8

母
子
寡
婦
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

母
子
家
庭
の
お
母
様
及
び
寡
婦

の
方
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
に

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
就
職
活
動
に

必
要
な
今
す
ぐ
す
る
こ
と
、
で
き

る
こ
と
を
伝
授
し
ま
す
。

●
日
　
時

6
月
29
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●
会
　
場
　

小
山
市
犬
塚
3
‐
1
‐
1

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
0
3
会
議
室

●
内
　
容

①
就
職
に
就
く
た
め
の
教
育
訓
練

（
2
時
間
程
度
）

・
就
職
活
動
の
心
構
え

・
求
人
情
報
の
探
し
方

・
職
業
適
性
検
査
と
結
果
の
読
み

取
り
方

・
自
己
分
析

・
自
己
ア
ピ
ー
ル
法

・
履
歴
書
の
書
き
方

・
面
接
の
受
け
方

②
県
内
の
雇
用
情
勢

③
就
業
相
談
（
ご
希
望
の
方
の
み

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
）

●
受
講
対
象
者

県
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
様
、

寡
婦
の
方
で
就
職
、
転
職
を
希
望

の
方

●
申
込
方
法

児
童
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
の
上
、
左
記
へ
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
郵
送
・
電
話
に
て
6
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

託
児
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
健
康
福
祉
課

〒
3
2
3
‐
0
8
1
1

小
山
市
犬
塚
3
‐
1
‐
1

1
（
22
）
0
4
8
8

5
（
22
）
8
4
0
3

「広報しもつけ」及び｢下野市ホームページ｣への広告掲載募集
市では、自主財源の確保と地域経済の活性化を図るため、「広報しもつけ」及び「市ホームページ」に
掲載する有料広告を募集します。企業等のPRなどにご利用ください。

◆制限事項･･････「下野市有料広告取扱要綱」及び「下野市有料広告掲載基準運用規程」の定めによる。
※市ホームページからご覧になれます。

◆広告掲載の申し込み･･････秘書広報課にある所定の申込書に、掲載しようとする広告の原稿を添えて申
し込みください。〔受付開始日：平成19年6月11日（月）〕

※詳しくはお問い合わせください。また、申込書は市ホームページからダウンロードすることもできます。

秘書広報課（国分寺庁舎2階） 140－5550問い合わせ先
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都
市
計
画
図
作
成
に
伴
う

測
量
の
実
施
に
つ
い
て

下
野
市
全
域
の
都
市
計
画
図
を

作
成
す
る
た
め
に
航
空
測
量
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
上
に
お
い

て
の
補
足
測
量
も
併
せ
て
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
作
業
員
に
つ
い
て

は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
者
が

行
い
ま
す
。

●
期
　
間

6
月
上
旬
か
ら
12
月
下
旬

●
調
査
地
区

下
野
市
全
域

●
測
量
業
者

株
式
会
社
パ
ス
コ

東
日
本
事
業
部
技
術
課

1
0
3
‐
3
7
1
5
‐
1
6
2
6

●
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1
（
48
）
2
1
1
4

お
や
ま
地
区
就
職
面
接
会

開
催
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
及
び
小
山

地
区
雇
用
協
会
で
は
、
平
成
20
年

3
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
（
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
）
を
対

象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
企
業
数

50
社
予
定
（
複
数
企
業
面
接
可
）

※

当
日
は
履
歴
書
を
複
数
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
　

7
月
20
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付：

午
後
0
時
30
分
〜
）

●
場
　
所

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2

●
問
い
合
わ
せ
先

小
山
公
共
職
業
安
定
所

1
（
22
）
1
5
2
4

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

実
施
に
つ
い
て

商
店
で
使
う
は
か
り
、
病
院
や

学
校
に
あ
る
体
重
計
、
薬
局
で
調

剤
に
使
う
は
か
り
な
ど
、
取
引
や

証
明
に
使
う
特
定
計
量
器
は
、
2

年
に
1
度
の
定
期
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
計
量
法
（
第
19
条
第
1
項
）

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
下
野
市
で
の
定
期
検

査
が
行
わ
れ
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
計
量
器
を
取
引
や
証
明

の
た
め
に
使
用
す
る
方
は
、
必
ず

定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

●
定
期
検
査
実
施
日

・
6
月
19
日
（
火
）、
20
日
（
水
）

石
橋
公
民
館

・
6
月
21
日
（
木
）

下
野
市
役
所
国
分
寺
庁
舎

・
6
月
22
日
（
金
）

下
野
市
役
所
南
河
内
庁
舎

●
受
付
時
間

各
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※

定
期
検
査
実
施
前
に
、
産
業

振
興
課
職
員
が
、
各
商
店
、
病

院
、
薬
局
等
に
事
前
調
査
（
は

か
り
の
種
類
や
数
を
確
認
す
る
）

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

1
（
48
）
2
1
1
2

高
齢
者
・
障
害
者

災
害
時
要
支
援
者
調
査
を
実
施

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
情
報

を
迅
速
、
的
確
に
把
握
し
、
的
確

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
、
災
害
時
の
行
動
に
ハ
ン

デ
ィ
を
負
っ
た
方
に
は
、
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
と
障
害
者
の
方

の
実
態
を
把
握
し
、
緊
急
時
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
、
民
生
委

員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
次
の
と
お

り
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
方
法

民
生
委
員
が
直
接
伺
い
ま
す
。

●
調
査
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

③
重
度
の
身
体
障
害
者
世
帯

（
肢
体
・
聴
覚
・
視
覚
）

●
実
施
時
期

6
月
下
旬
〜
7
月
い
っ
ぱ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

1
（
52
）
1
1
1
2

高
齢
福
祉
課

1
（
52
）
1
1
1
2

近年、農業者の減少や高齢化、農村集落の混住化などにより、維持管理が難しくなった農地や農業用
水等の資源を、地域ぐるみで守ろうと「柴地区環境保全会」が組織され、4月22日、コミュニティセンタ
ー友愛館において設立総会が行われました。
また、総会に続き市と協定書の締結式も行われ、柴地区環境保全会の早瀬会長と小口副市長が調印し

ました。
農地や農業用水等の資源は、私たちが住む地域に美しい景観や豊かな自然として多くの恵を与えてく

れており、農家、非農家を問わず、自治会や関係団体が一体となって資源を守り、地域をよくするため
の取り組み（共同活動）をしていく必要があります。

柴地区環境保全会では、これらの活動を支援する事業として19
年度から始まる農林水産省の「農地・水・環境保全向上対策事業」
を下野市で初めて導入し、5年間に渡り農地、水路、道路などを保
全する活動や景観形成のための植栽、生態系を保全する活動を展
開していきます。
今後は、農業者、関係自治会、東方台地コミュニティ推進協議

会、ホタル・カワセミの会、石橋土地改良区、国分寺東小学校が
連携して活動することになりますので、ご協力よろしくお願いい
たします。

下野市農地・水・環境保全向上対策活動組織　
『柴地区環境保全会』が誕生しました

下野市農地・水・環境保全向上対策活動組織　
『柴地区環境保全会』が誕生しました




